


学校法人立命館　予算単位責任者殿· 税制改正に伴う「インボイス制度」に関わる本学園（財務部）の対応方針に基づき、2023年10月より、当該予算の執行責任を有する研究者が個人立替した場合のうち、①②ケースに該当する際は、本様式の提出が必要となりました。

①「領収書」が発行されない（≒領収書以外で支払完了の根拠となるエビデンスが発行される）ケース
例）ATMご利用明細票）、インターネットバンキング振込時の画面コピー など
②宛名に個人名のみが記載されている領収書が発行されるケース

· 研究協力者（当該予算の執行責任を有していない研究者等）が、個人立替した場合の本手続きは、
従来通り、当該予算の執行責任を有している研究者を通じておこなってください。


研究費個人立替払請求書

	請求日：
	
	年
	
	月
	
	日



研究遂行上、必要な経費をやむを得ず個人立替しましたので、これを請求します。

	執行予算名
（研究費名、種目名等）
	

	研究担当者
（当該予算の執行責任を有する研究者）
	所属・職位：
	
	氏名：
	

	立替者（請求者）
氏名
	所属・職位：
	
	氏名：
	
	

	
	 （本学教職員の方のみ）教職員番号： 
	

	立替者連絡先
	TEL（携帯可）： 
	

	
	e-mail： 
	

	立替支払先
	

	支払（請求）金額合計
	

	外貨換算
	　換算レート;　　　　　＝　　　　　　　円　(　　　　年　　月　　日付)

	支払内容・目的等
	




	 振込指定口座（本学教職員以外の方は以下も記入ください）

	

	
	銀行名:
	
	銀行
	
	支店

	
	フリガナ：
	
	
	
	

	
	口座名義：
	
	口座番号：
	普・当
	
	
	
	
	
	
	
	

	


※個人立替した証憑（領収書等）に本様式を添えて各リサーチオフィスに提出してください。
※証憑の余白に立替払者本人の「サインまたは押印」が必要です。また、物品等は「事務局による検収（公的研究費：全品：その他研究費：単価2万円以上）」を受けた上で、本手続きをおこなってください。
※本書に記載された個人情報は精算手続きの事務に使用し、保管期間経過後は本大学にて破棄します。
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